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施　工　条　件　総　括　表

　下記項目、事項のうち○印欄は、工事施工にあたって制約等をうけることになるので明示する。
なお、明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、発注者（町）と協議し、適切な措置を講ずるものとする。

明 示 項 目 施　 　工　 　条　 　件
１ 工 程 関 係 １．関連する別途発注工事　（　なし　）

・ 工 事 名 ：
・ 予 定 期 間 ：
２．施工時期、時間、方法の制限　（　なし　）
・ 時 期 ：
・ 時 間 ：
・ 方 法 ：
３．関係機関協議による工程条件　（　なし　）
・ 協 議 内 容 ：
・ 完了予定時期 ：
４．そ　の　他

２ 用 地 関 係 １．工事用地等の未処理部分　（　なし　）
・ 処理見込時期 ：
・ 区 間 ：
２．仮設ヤードの指定　（　なし　）
・ 場 所 ：
・ 期 間 ：
３．そ　の　他

３ 公 害 対 策 １．公害防止の制限（ 騒音・振動、排出ガス、粉じん、水質等） 　（　なし　）
関 係 ・ 施 工 方 法 ：

・ 作 業 時 間 ：
２．家屋等の調査の必要性　（　なし　）
・ 方 法 ：
・ 範 囲 ：
３．そ　の　他



明 示 項 目 施　 　工　 　条　 　件
４ 安 全 対 策 １．交通安全施設等の指定　（　あり　）

関 係 ・ 交 通 誘 導 員 ：交通誘導員Ｂ　29人日を設計計上
・ その他施設等 ：
２．近接作業制限（鉄道、ガス、水道、電気、電話等）　（　なし　）
・ 内 容 ：
・ 工 法 制 限 ：
・ 作業時間制限 ：
３．発破作業　（　なし　）
・ ：
・ 防 護 工 ：
・ 作業時間制限 ：
４．防護施設（落石、雪崩、土砂崩落等） 
・ 内 容 ：
５．そ　の　他

５ 工事用道路 １．一般道路を搬入路としての使用制限　（　なし　）
関 係 ・ 搬 入 経 路 ：

・ 期 間 ：
・ 使用後の処置 ：
２．一般道路の占用　（　なし　）
・ 期 間 ：
・ 規 制 条 件 ：
・ 時 間 制 限 ：
３．仮設道路設置　（　なし　）
・ 工法指定の有無 ：
・ 用 地 関 係 ：
・ 安 全 施 設 ：
・ ：
４．そ　の　他

６ 仮 設 備 １．仮設備の指定　（　なし　）
関 係

２．仮設備の条件指定　（　なし　）

保 安 設 備 及 び 保 安 要 員

工事完了後の「存置」または「撤去」



明 示 項 目 施　 　工　 　条　 　件
６ 仮 設 備 ３．仮設構造物の転用、兼用　（　なし　）

関 係 ・ 工 種 ：
・ 内 容 ：

４．イメージアップ　（　なし　）
・ 内 容 ：

５．そ　の　他

７ 残土・産業 別紙「建設副産物特記仕様書」のとおり
廃棄物関係 発生する建設残土は指定する処分場へ搬出すること

８ 工 事 支 障 １．占用支障物件あり（電気、電話、水道、ガス等） 　（　あり　）
物 件 等 ・ 内 容 ：近接に水道、下水道あり

・ ：
・ 時 期 ：
２．占用物件重複施工　（　なし　）
・ 内 容 ：
３．そ　の　他

９ 排 水 工 １．濁水、湧水処理等の特別な対策　（　なし　）
(濁水処理含む) ・ 内 容 ：

10 薬 液 注 入 １．薬液注入工法　（　なし　）
関 係 別紙条件明示による

11 そ の 他 １．現場発生材　（　なし　）
・ 品 名 ：
・ 納 入 場 所 ：
２．支給品及び貸与品　（　なし　）
・ 品 名 ：
・ 引 渡 場 所 ：
３．品質証明の必要　（　なし　）
標準仕様書第１編（章）１－１－２５による
４．その他

移設、撤去、防護方法等



明 示 項 目 施　 　工　 　条　 　件
12 排 出 ガ ス １．排出ガス対策型建設機械

対 策 型 　　本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成３年１０月８日付建設省経
建 設 機 械 　機発第２４９号）」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械を使用するものとする。排出ガス対策型建設機械を使用できな
及び低騒音 　い場合は、平成７年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等の開発目標で実施
建 設 機 械 　された民間開発建設技術の技術審査・証明事業、あるいはこれと同等の開発目標で実施された建設技術審査証明事業により評価

　された排出ガス浄化装置を装着（黒煙浄化装置付）することで、排出ガス対策型建設機械と同等とみなす。ただし、これにより
　難い場合は、監督職員と協議するものとする。
　　排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において使用
　する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。
　

機　　　　　　　　　種 備　　　　考
一般工事用建設機械 ディーゼルエンジン（エンジン出
・バックホウ 力7.5kw以上260kw以下）を搭載し
・トラクタショベル（車輪式） た建設機械に限る。
・ブルドーザ・発動発電機（可搬式）
・空気圧縮機（可搬式） 
・油圧ユニット
　以下に示す基礎工事用機械のうち、ベースマシンとは別に、独立したディーゼルエン
ジン駆動の油圧ユニットを搭載しているもの
　　油圧ハンマ、バイブロハンマ、油圧式鋼管圧入・引抜機、油圧式杭圧入引抜機、
　　アースオーガ、オールケーシング掘削機、リバースサーキュレーションドリル、
　　アースドリル、地下連続壁施工機、全回転型オールケーシング掘削機
・ロードローラ、タイヤローラ・振動ローラ
・ホイールクレーン

２．低騒音建設機械
　　本工事において「建設工事に伴う騒音振動対策技術指針」（昭和６２年３月３０日建設省経機発第58号）に基づき低騒音型建
　設機械の使用が原則となる場合は、「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程」（平成９年建設省告示第１５３６号）
　に基づき指定された低騒音型建設機械を使用するものとする。ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議の上、必要書類
　を提出するものとする。
　　低騒音型建設機械を使用する場合、請負者は施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出するもの
　とする。

13 施工方法等 ・施工条件総括表、図面、仕様書、現場説明書及び現場説明に対する質問回答書に特別に定める場合を除き、仮設、施工方法そ
の他工事目的物を完成するために必要な手段は、請負者の責任において定める。（建設工事請負基準約款１条第３項による）



建　設　副　産　物　特　記　仕　様　書

１．再生資材の利用
　下記資材の使用に際し、再生資材を利用すること。

２．建設発生土の利用
　盛土等に使用する発生土は、下記の工事からの建設発生土を利用すること。

３．建設発生土の搬出
　工事の施工により発生する建設発生土は、下記の場所に搬出すること。

４．建設廃棄物の搬出
　工事の施工により発生する廃棄物は、下記の場所に搬出するものとし積算している。

　上表は積算上の条件であり、処理施設を指定するものではない。なお、請負者の提示する施設と異なる場合においても設計変更の対象としない。
　ただし、現場条件や数量の変更等、請負者の責によるものでない事項についてはこの限りではない。

５．建設リサイクル法の対象工事において、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、法第１８条に基づき再資源化等完了報告書を提出すること。

６．自ら産業廃棄物を運搬・処分する以外は、委託契約書の写しを提出すること。

７．協議について
　建設工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により、上記の指定や条件によりがたい場合は、速やかに発注者に報告し、協議すること。

再 生 資 材 名 規 格 使 用 箇 所 再資源化施設名・所在地 備 考

発 注 機 関 工 事 名 発 生 場 所 施 工 会 社 名 ・ 連 絡 先 備 考

受入工事名／施設名称
工事場所／施設所在地

受 入 時 間
連 絡 先

仮 置 場 所 の 有 無
受 入 費 用

備 考

搬 出 す る 廃 棄 物 名 ア ス フ ァ ル ト 殻 汚 泥 （ ）鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 殻無 筋 コ ン ク リ ー ト 殻
処 理 施 設 名 称 (株)北陸ｼﾞｵﾃｯｸ汚泥ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ
施 設 所 在 地 新潟市南区居宿397-2

(有)富士建材 (有)斎藤砂利 中間処理施設
阿賀野市六ノ瀬2482番1外 五泉市大蔵字廣瀬島1715番地１

受 入 時 間 －－ －
受 入 費 用 設計に計上 設計に計上

連 絡 先

設計に計上

025-379-36300250-68-2890 0250-47-2339

備 考



「週休２日適用工事(現場閉所)」 特記仕様書

　本工事は、「週休２日適用工事（現場閉所）」の対象工事である。
　週休２日の取り組み内容について、現場着手前に受発注者協議した上で実施する。
　また、通期の週休２日については、協議に関わらず取り組むものとする。

　当初予定価格は、月単位の週休２日を達成した場合の補正係数を補正対象経費に乗じている。

　取組に当たっては、新潟県で定める「週休２日適用工事（現場閉所）実施要領」に準拠するものとする。

　（参考）
　　県要領の電子データは、新潟県ホームページから入手できるので参考とすること。
　　(https://www.pref.niigata.lg.jp/gijutsu/1356857978573.html)

https://www.pref.niigata.lg.jp/gijutsu/1356857978573.html


参　考　資　料

　この「参考資料」は、入札参加者の適性かつ迅速な見積に資するため

の資料であり、建設工事請負基準約款第１条にいう設計図書ではない。

　従って「参考資料」は請負契約上の拘束力を生じるものではなく、受

注者は施工条件、地質条件等を十分考慮して、仮設、施工方法、安全対

策等工事目的物を完成するための一切の手段について受注者の責任にお

いて定めるものとする。



































































Ｒ8社会資本整備総合交付金事業　町道新谷古岐線消雪パイプ更新工事　数量調書

工　　　　　種 設計数量 単位 摘　　　　　要

作業土工

床掘 25 m3 別紙1数量表のとおり

土砂等運搬 25 m3 　　　〃

整地 25 m3 　　　〃

消雪パイプ打換

構造物とりこわし（CO） 40 m3 別紙1数量表のとおり

CO殻運搬 40 m3 　　　〃

CO殻運搬（有筋） 100 ｔ 40×2.50＝100ｔ

消雪パイプ（プレキャスト）∮125 94 ｍ HIVPφ125A-SPⅡ-S　2号井系統

消雪パイプ（プレキャスト）∮100 40 ｍ HIVPφ100A-SPⅡ-S　2号井系統

消雪パイプ（プレキャスト）∮75 55 ｍ HIVPφ75A-SPⅡ-S　2号井系統

消雪パイプ（プレキャスト）∮65 143 ｍ HIVPφ65A-SPⅡ-S　2号井系統

消雪パイプ（プレキャスト）∮100 3 ｍ HIVPφ100A-S-S　2号井系統

消雪パイプ（プレキャスト）∮65 7 ｍ HIVPφ65A-S-S　2号井系統

目地版 6 m2 0.09×62箇所＝5.6m2　　　※(341m/5.5m)＝62＝62箇所

モルタル練り（間詰工） 18 m3 別紙1数量表のとおり

基礎砕石 153 m2 〃

継手その他材料費 1 式 別紙2数量表のとおり

舗装仮復旧

舗装版切断（既設SP撤去時） 577 ｍ 別紙1数量表のとおり

舗装版破砕積込（小規模） 102 m2 別紙1数量表のとおり

AS殻運搬 5 m3 102×ｔ0.05＝5.1m3

AS殻処分費 12 ｔ 5.1×2.35＝11.99ｔ

表層（車道・路肩部）仮復旧 102 m2 別紙1数量表のとおり



Ｒ8社会資本整備総合交付金事業　町道新谷古岐線消雪パイプ更新工事　数量調書

工　　　　　種 設計数量 単位 摘　　　　　要

舗装本復旧

舗装版切断 577 ｍ 別紙1数量表のとおり

舗装版破砕積込（小規模） 204 m2 〃

AS殻運搬 10 m3 204×ｔ0.05＝10.2m3

AS殻処分費 24 ｔ 10.2×2.35＝23.97ｔ

表層（車道・路肩部）本復旧 204 m2 別紙1数量表のとおり

交通管理工

交通誘導警備員B 29 人日 29.0日×1人＝29人日

－－－以下余白－－－



別紙　１　

口径 切断 舗装破砕 床掘 既設消パイとりこわし 基礎砕石 設置延長 間詰 仮舗装 切断 舗装破砕 本舗装
※A-2種…片側カッター 0.3ｍ×L 散B種0.1㎡×L φ125：0.111 0.45㎡×L （プレキャスト） 散B種0.06㎡×L 0.3ⅿ×L ※A-2種…片側カッター 0.6ⅿ×L 0.6ⅿ×L

（既存分：0.1ｍ） 散A種0.06㎡×L φ100：0.115 L 散A種0.05㎡×L （本舗分：0.6ｍ）

（仮舗分：0.2ｍ） 送A種0.1㎡×L φ75：0.119 送A種0.09㎡×L

φ65：0.12

mm ｍ ㎡ ㎥ ㎥ ㎡ ｍ ㎥ ㎡ ｍ ㎡ ㎡
散水工B種 125 187.8 28.17 9.39 10.42 42.26 93.9 5.63 28.17 187.8 56.34 56.34
散水工A-1種 100 46.2 6.93 1.39 2.66 10.40 23.1 1.16 6.93 46.2 13.86 13.86
散水工A-2種 100 16.5 4.95 0.99 1.90 7.43 16.5 0.83 4.95 16.5 9.9 9.9
散水工A-2種 75 55 16.5 3.3 6.55 24.75 55.0 2.75 16.5 55 33 33

65 32.6 9.78 1.96 3.88 14.67 32.6 1.63 9.78 32.6 19.56 19.56
散水工A-1種 65 220 33 6.6 13.20 49.50 110 5.50 33 220 66 66.0

送水工A種 100 5.8 0.87 0.29 0.33 1.31 2.9 0.26 0.87 5.8 1.74 1.74
送水工A種 65 13 1.95 0.65 0.78 2.93 6.5 0.59 1.95 13 3.9 3.9

合計 576.9 102.15 24.56 39.71 153.23 340.5 18.34 102.15 576.9 204.3 204.3
数値基準 577 102 25 40 153 18 102 577 204 204

消雪パイプ（プレキャスト）打換工　数量表

名　称



別紙　２　

22 1/2° 45° 90° φ100 φ65 125×100 100×75 75×65 φ125 φ100 φ75 φ65
散水工B種 125 2 3 1 12
散水工A-1種 100 1 1 1 5 1
散水工A-2種 100 1 3 2
散水工A-2種 75 1 3
散水工A-2種 65 1
散水工A-1種 65

送水工A種 100 2 2
送水工A種 65 4 4
合計 2 3 6 1 0 1 2 2 12 10 5 6

ｴﾙﾎﾞ ﾁｰｽﾞ ｿｹｯﾄ ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ

消雪パイプ継手類　数量表

名　称 mm



交通整理員 を要する日数 算　定　表

工　　種 種　　別
日当り
施工量

単位
本工事
施工量

必要日数 備　　　考

床掘（小規模） 37 m3 25 0.7
基礎砕石 155 m2 153 1
消雪パイプ（プレキャスト） 22 ｍ 341 15.5 93.9(125A)+42.5(100A)+55(75A)+149.1（65A)＝340.5

舗装版切断 既設SP撤去時 230 ｍ 577 2.5
舗装版切断 舗装本復旧時 230 ｍ 577 2.5
舗装版破砕積込 既設SP撤去時 260 m2 102 0.4
舗装版破砕積込 舗装本復旧時 260 m2 204 0.8
表層工（仮復旧） 1.4m未満,50mm以下 250 m2 102 0.4
表層工（本復旧） 1.4m未満,50mm以下 250 m2 204 0.8
構造物とりこわし 鉄筋 11 m3 40 3.6

小計 28.2
まるめ 日 29.0

交通整理員 の所要日数等
新谷古岐線 29.0 日 ×１人＝ 29人日



古岐区

散水管打換　L=332ｍ  位 置 図
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00 50m

No.2号井 消雪配管平面図(2)
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プレ散水管φ125
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3号井系統

L=97.9m(現場打設部含む)

プレ散水管φ65プレ散水管φ75
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[散水工A-1種 L=91.4m]

(片3×24個)

[
送
水

工
A
種
 
L
=3
.
3m
]

(両4×14個)

至 No.2号井

プ
レ
送

水
管
φ

65

プレ散水管φ65

[散水工A-1種 L=32.6m]

プレ散水管φ65

(片3×8個)

[散水工A-1種 L=11.2m]

L=34.4m(現場打設部含む)

20.0m
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レ

送
水
管

φ
6
5

[送
水
工
A
種
 
L
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.
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m]

12.6m

(片4×6個)

[散水工A-1種 L=18.6m]
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[
送
水

工
A
種
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5
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m
]

(両4×4個) (片3×3個)
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注記

　　1. ノズルピッチは全て1.38m

　　2. 片3は、片側3孔ノズル

　　3. 片4は、片側4孔ノズル

　　4. 両4は、両側4孔ノズル

　　6. 散水管は、消雪範囲内で最も勾配の高い箇所に据付ける。

　　5. プレは、プレキャストブロック

送水は無し

［散水工A-1種L=49.5ｍ］

プレ散水管φ65

(片3×28個)

2号井系統へ変更

末 端変 更

ドレン

100×75異径S

75×65異径S

9
0°

L
×
2

9
0°

L
×
2

75×65異径S

9
0°

L×
2

125×100異径S

ｶ
ｯﾌ
ﾟﾘ
ﾝ
ｸﾞ
×
2

ｶ
ｯ
ﾌﾟ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ×

2

ｶｯ
ﾌﾟ
ﾘ
ﾝｸ
ﾞ×

2

φ125　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ
φ100　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ

φ100　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ
φ65　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ

φ100　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ
φ75　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ

φ75　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ
φ65　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ

接続部　Φ125ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ

φ125　22 1/2°ｴﾙﾎﾞ
φ125　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ　×2

φ125　45°ｴﾙﾎﾞ　
φ125　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ　×2

φ125　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ　×2
φ125　45°ｴﾙﾎﾞ　

φ125　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ　×2
φ125　22 1/2°ｴﾙﾎﾞ

φ125　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ　×2
φ125　45°ｴﾙﾎﾞ　

φ100　ﾁｰｽﾞ　
φ100　ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ　×3

100×75異径S
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S=1:20標準横断面図

標準横断面図

1:20 葉の　6

路肩散水

中央散水

図面全 22 

消雪範囲

散水ノズル

プレキャストブロック散水管

消雪範囲

散水ノズル

プレキャストブロック散水管



A=0.05㎡

A=0.06㎡

A=0.09㎡

A=0.05㎡

既設消雪パイプ取壊し面積

既設CO　0.35*0.35＝0.123㎡

φ65　0.123-0.003＝0.12㎡

φ75　0.123-0.004＝0.119㎡

φ100　0.123-0.008＝0.115㎡

φ125　0.123-0.012＝0.111㎡

φ125　0.012㎡ φ100　0.008㎡ φ75　0.004㎡ φ65　0.003㎡

消雪パイプ口径
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配管標準断面図 S=1:10

配管標準断面図

1:10

本復旧仮復旧

RC-40

▽GL

VPφ65～φ100

アスファルト舗装　t=5cm

散水工A-3種

本復旧仮復旧

RC-40

▽GL
アスファルト舗装　t=5cm

VPφ125

本復旧仮復旧

RC-40

▽GL

散水工A-2種 (片側カッター)

散水工A-1種

散水工B種

送水工A種

アスファルト舗装　t=5cm

VPφ65～φ100

葉の　10図面全 22 

間詰材(空練モルタル 1:3）

表層  ②粗粒度アスコン(20)再生　t=5cm 表層 ⑦密粒度アスコン(新20FH)再生・改質材入　t=5cm

プレキャストブロック散水管 間詰材(空練モルタル 1:3）

プレキャストブロック散水管

表層  ②粗粒度アスコン(20)再生　t=5cm 表層 ⑦密粒度アスコン(新20FH)再生・改質材入　t=5cm

間詰材(空練モルタル 1:3）

表層  ②粗粒度アスコン(20)再生　t=5cm 表層 ⑦密粒度アスコン(新20FH)再生・改質材入　t=5cm

プレキャストブロック送水管

注記

　　1. 舗装構成は想定のため、施工前又は施工時に現況舗装構成を確認後決定する。

C-40　t=16cm

C-40　t=16cmC-40　t=16cm

本復旧（側溝側は仮復旧と同じ）仮復旧

RC-40

▽GL

VPφ65～φ100

アスファルト舗装　t=5cm

間詰材(空練モルタル 1:3）

表層  ②粗粒度アスコン(20)再生　t=5cm 表層 ⑦密粒度アスコン(新20FH)再生・改質材入　t=5cm

プレキャストブロック散水管

C-40　t=16cm
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1:10

断面図

標準部

散水部補強筋

端 部

開口部補強筋

VPφ65～φ100用（現場施工）

片側3孔 両側4孔片側4孔

端部ドレーン参考図散水ノズル参考図

ジョイント部

呼び径

φ65

φ75

φ100

VPφ65～φ100用（現場施工）

1,065

参考質量(kg)

1,130

1,110側面図

　※施工用カップラーは、全長170㎜以上を使用する。

ノズル仕様

ノズルタイプ

片側3孔

片側4孔

両側4孔

散水孔径

φ3.0mm

φ3.0mm

φ3.0mm,φ3.5mm

接続口径散水角度

VPφ16

45°

30°

30°

散水ノズルピッチ

標準

参考

葉の　11図面全 22 

φ65～φ100

プレキャスト消雪パイプブロック構造図(1)（参考図） S=1:10

プレキャスト消雪パイプブロック構造図(1)(参考図)

注記

　

　　1. 取替型の図になっているが、施工は基本型でも可とする。
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1:10

呼び径 参考質量(kg)

φ125

φ150

1,435

1,365

ジョイント部

VPφ125,φ150用（現場施工）

断面図

散水部補強筋
開口部補強筋

標準部 端 部

VPφ125,φ150用（現場施工）

側面図

　※施工用カップラーは、全長170㎜以上を使用する。

散水ノズルピッチ

(M16-3ヶ所)

呼び径 参考質量(kg)

φ125 425

T 型 L 型(ショート)

両側4孔片側3孔

散水ノズル参考図

参考図

VPφ16

両側4孔

ノズル仕様

ノズルタイプ

片側3孔

散水孔径

φ3.0mm

φ3.0mm

45°

接続口径散水角度

30°

葉の　13図面全 22 

S=1:10プレキャスト消雪パイプブロック構造図(3)（参考図）
φ125,φ150

プレキャスト消雪パイプブロック構造図(3)(参考図)

目地材 t=10mm

モルタル充填

スリーブジョイント
D13

　

D13 D10

D13

（散水ノズル）

D13

D10

D13

（散水ノズル）

VPφ125,φ150 VPφ125,φ150

スリーブジョイント

（散水ノズル）

施工用デーハ 1.3t用 φ22孔

 D10

 D13 D13  D10 D13

（分岐ゴム）

VPφ125,φ150

散水ノズル

施工用インサート

VPφ125

VPφ125

水量調整弁

スプリングピン

スリーブ

本体(SCS13)

水量調整コック(SUS304)

C形止メ輪

ゴム栓

キャップ(SCS13)

散
水
角

度

散水孔
散水孔60

°
60°

注記

　

　　1. 取替型の図になっているが、施工は基本型でも可とする。


